
自
衛
隊
長
野
地
方

協
力
本
部
の
諸
官

及
び
協
力
団
体
等
の

皆
様
、
新
年
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝

か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
旧
年
中
に
賜

り
ま
し
た
自
衛
官
の
募
集
業
務
等
に
係
る
格
別

な
る
ご
厚
情
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

わ
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
、
引

き
続
き
不
確
実
性
を
増
し
、
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス

の
歴
史
的
変
化
と
地
政
学
的
競
争
の
激
化
に
伴

い
、
国
際
秩
序
は
重
大
な
挑
戦
に
晒
さ
れ
、
国

際
社
会
は
今
、
戦
後
最
大
の
試
練
の
時
を
迎
え

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
下
、
昨
年
末
に
は
、
新
た

な
国
家
安
全
保
障
戦
略
や
国
家
防
衛
戦
略
等
が

策
定
さ
れ
、
自
衛
隊
も
こ
の
試
練
の
時
を
切
り

開
い
て
い
く
た
め
、
更
な
る
進
化
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
従
来
の
防
衛
力
の
み
な
ら
ず
、
宇

宙
・
サ
イ
バ
ー
・
電
磁
波
領
域
の
能
力
を
増
強

す
る
と
と
も
に
、
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
防
衛
能
力

や
統
合
防
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛
能
力
等
を
保
持
し
、

新
た
な
戦
い
方
に
も
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

新
た
な
能
力
を
保
持
す
る
た
め
に
は
、
予
算

や
装
備
品
も
必
要
で
す
が
、
最
も
重
要
な
の
は

多
様
で
質
の
高
い
、
確
固
と
し
た
意
志
を
持
っ

た
人
材
の
確
保
で
す
。

自
衛
隊
に
お
け
る
人
的
基
盤
を
質
的
・
量
的

に
維
持
・
強
化
す
る
た
め
に
も
、
地
方
協
力
本

部
一
同
、
「
一
蓮
托
生
」
を
合
言
葉
に
一
致
団

結
し
、
職
務
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

１ ２０２３年 １月発行 ＮＡＧＡＮＯＰCO 【雷鳥 １０４号】

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部
長

一
等
陸
佐

林

英
彦

長
野
県
知
事

阿
部

守
一

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い

の
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

自
衛
隊
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
自

然
災
害
へ
の
対
応
は
も
と
よ
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
お
い
て
も
、

国
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
お
取
組
を
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

今
年
の
４
月
か
ら
は
、
次
期
総
合
５
か
年

計
画
が
始
ま
り
ま
す
。
計
画
の
基
本
目
標
と

し
て
、
「
確
か
な
暮
ら
し
を
守
り
、
信
州
か

ら
ゆ
た
か
な
社
会
を
創
る
」
を
掲
げ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
や
物
価
高
騰
、
気
候
変
動
と
そ
れ

に
伴
う
災
害
の
激
甚
化
、
少
子
化
や
担
い
手

不
足
な
ど
、
か
つ
て
な
い
危
機
的
な
状
況
を

克
服
し
、
県
民
の
皆
様
の
命
と
暮
ら
し
を
守

る
と
と
も
に
、
物
質
的
に
も
精
神
的
に
も
満

た
さ
れ
た
、
真
に
ゆ
た
か
な
社
会
を
こ
の
信

州
か
ら
創
っ
て
い
く
と
の
強
い
想
い
を
込
め

て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
の
実
現
の
た
め
に
は
、
自
衛
隊

長
野
地
方
協
力
本
部
を
は
じ
め
自
衛
隊
の
皆

様
と
の
一
層
の
連
携
強
化
が
重
要
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

本
年
も
安
全
で
安
心
な
長
野
県
づ
く
り
に

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
御
支
援
、
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。結

び
に
、
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部
の

益
々
の
御
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



２ ２０２３年 １月発行 ＮＡＧＡＮＯＰCO 【雷鳥 １０４号】

協
力
団
体
長

新
年
の
ご
挨
拶

長野地方協力本部の皆様には謹んで新年のお慶び
を申し上げます。全世界が新型コロナとの闘いの中、
突如としてロシアのウクライナ侵攻は主権国家に対し
ての侵略で、残虐悲惨な戦場を目の当たりにし、「国
家」の重要性の根幹は国防にあるとの認識は高まりま
した。日本の安全保障環境は厳しさを増し、防衛力の
強化は急を要します。「自らの国は自ら守る」自衛隊
の重要性は高まり、国民の意志、覚悟が問われていま
す。昨年、長野県自衛隊家族会は創立六十周年記念行
事を実施、隊員に最も身近な存在であることに誇りを
持ち、今後も長野地本への支援協力を強化してまいり
ます。結びに林本部長をはじめ皆様のご健勝とご多幸
をお祈り申し上げ新年の挨拶といたします。

新春の良き日を皆様とともに迎えられることを
心から嬉しく思います。
昨年は強国の「武力による現状変更」をリアルタイ
ムで目にし、多くの国民に衝撃が走りました。一方
で国民が一体となることで、弱勢でも国を守れるこ
とを目の当たりにしました。我が国は「力」を前面
に出してくる国に囲まれており、いつ攻撃を受ける
か予断を許しません。
国防の重要な要素は自衛隊だけでなく、支える国
民の存在です。私達は自衛官の募集、広報を主とし
ておりますが、国民の防衛意識高揚のためにも活動
しようと考えております。読者の皆様も一人でも多
くの方に国防の重要さと自衛隊に対しての理解と支
援を深化して頂けると幸いです。

新年明けましておめでとうございます。
自衛隊長野地方協力本部並びに関係諸団
体の皆様には、新春をお健やかにお迎えの
こととお慶び申し上げます。
現今の、国防を考えるに、国際法をも蹂
躙する様な国々に囲まれ、予断を許さない
情勢であります。その様な状況の中で、国
を守るという崇高な使命感をもって、自衛
官の道を志して下さった若者に感謝し、ご
活躍と、ご健勝を祈念申し上げております。
若者達に応える為にも、「自分の国は自分
で守る」という意識が国民に高まる事を
願っております。
結びに、自衛隊長野地方協力本部をはじ
め関係諸団体の、ご活躍と、ご発展を祈念
申し上げ、新年のご挨拶とさせていただき
ます。

自衛隊長野地方協力本部の皆様、各協
力団体の皆様、ＯＢ会の皆様、新年あけ
ましておめでとうございます。
新型コロナウイルスにより各種行事等
の制限がありました。この三月には約三
年の時が終ります。昨年の秋頃から一部
制限の解除等があり「ふれあいコンサー
ト」が各所で実施されました。広報・募
集の上で大変うれしい事と思います。又、
早くコロナが終息の日を迎え、ＯＢ会の
総会等が実施できる事を願っております。
ＯＢ会として令和五年も少しでも支援、
協力したいと思います。
本年も皆様のご健勝と使命の完遂を祈
念し、新年のご挨拶とさせていただきま
す。

長野県隊友会

会長 牧 幸生

長野県自衛隊家族会

会長 西澤 賢史

自衛官募集相談員

長野県連合会

会長 鈴木 美智男

長野県防衛友の会

会長 青木 實

自衛隊長野地方

協力本部ＯＢ会

会長 山岸 賢一

長野県防衛協会

会長 中嶋 君忠

新春を寿ぎ謹んでご挨拶申し上げます。
自衛隊長野地方協力本部の皆様をはじめ、
協力諸団体の皆様には、健やかに新春をお
迎えのこととお慶び申し上げます。
新型コロナが報道され三年が経過し、新
たな日常が模索される中で、ロシアや中国
は力による現状変更を進めており、我が国
土防衛の確固たる象徴である自衛隊に対す
る国民の期待はより一層高まっています。
自衛隊が、国際情勢が揺るぐ中で高度な戦
力を維持し、緊急事態に的確に対処する部
隊行動が行なわれていることに敬意を表し
ます。
長野地方協力本部及び協力諸団体の皆様
の、益々のご発展とご活躍を祈念申し上げ
新年のご挨拶とさせていただきます。

新年あけましておめでとうございます。
自衛隊長野地方協力本部をはじめ関係諸団体の皆様に
は、輝かしい新年をお迎えのこととお慶び申し上げま
す。
さて、ロシアのウクライナ侵攻から約一年が経ち、
世界の不安は払拭されない状態が続いています。
我が国を取り巻く安全保障環境も近隣諸国によるミサ
イル問題や領土問題等、依然として不安定な要因が混
在しています。国内では自然災害や新型コロナウイル
ス等での自衛隊員の献身的な活動に改めて感謝申し上
げます。当会は県民と自衛隊との架け橋として自衛隊
の活動に協力して参ります。
結びに、自衛隊長野地方協力本部のご発展とご健勝
を祈念し、新年のご挨拶といたします。

あけましておめでとうございます。
自衛隊長野地方協力本部の皆様には、ご家族ともども
輝かしい新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
令和３年度はコロナ禍の中でも素晴らしい業績誠にお
めでとうございました。
令和４年度は引き続くコロナ禍の下、目標数の増大と
ウクライナ戦争の影響も相俟って苦戦を強いられてい
ると聞き及んでます。
皆様には林本部長を核心に叡智を集め創意を凝らし、
長野地本一丸となって先ずは年度末の目標を全項目達
成されんことを期待します。
この１年の長野地方協力本部の益々のご発展と部員の
皆様のご活躍をご祈念申し上げ新年の挨拶といたしま
す。

自衛隊長野地方

協力本部を励ます会

会長 山口 英男



明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
長
野
地
域
事

務
所
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
多
大
な
ご
支

援
・
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

二
〇
二
三
年
も
所
員
一
同
、
一
丸
と
な

り
本
年
の
干
支
で
あ
る
「
癸
卯
」
が
意
味

す
る
「
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
実
を
結
び
勢

い
よ
く
飛
躍
す
る
年
」
に
な
る
よ
う
努
力

し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
引
き

続
き
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

３ ２０２３年 １月発行 ＮＡＧＡＮＯＰCO 【雷鳥 １０４号】

IIDA

飯田

あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
松
本
地
域

事
務
所
の
活
動
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
良
い
一

年
を
送
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
の
募
集
・
広
報
活
動
に
お

い
て
も
、
応
援
し
て
下
さ
る
皆
様
と
の

つ
な
が
り
を
よ
り
一
層
大
切
に
し
て
、

任
務
達
成
に
向
け
て
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 MATSUMOTO

松本
CHINO

茅野

NAGANO

長野

UEDA

上田

新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
中
は
夏
に
所
長
の
交
代
や
女
性
広
報

官
の
仲
間
入
り
も
あ
り
十
二
月
に
は
新
事

務
所
へ
の
移
転
な
ど
大
き
く
環
境
が
変
わ

る
一
年
で
あ
り
ま
し
た
が
皆
様
の
ご
支
援

ご
協
力
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
無
事
に

新
体
制
へ
の
移
行
を
完
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
年
も
こ
の
変
化
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
心

機
一
転
厳
し
い
募
集
環
境
に
対
し
て
所
員

一
同
創
意
を
凝
ら
し
隊
員
の
募
集
や
自
衛

隊
の
広
報
に
臨
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
本

年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

INA

伊那

明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
素
か
ら
の
ご
厚
情
ご
協
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

茅
野
地
域
事
務
所
所
員
一
同
、
諏
訪

地
域
の
募
集
広
報
を
担
う
者
と
し
て
の

気
概
を
忘
れ
ず
、
募
集
目
標
達
成
に
向

け
真
摯
に
取
り
組
み
、
学
校
、
自
治
体
、

協
力
団
体
と
の
良
好
な
関
係
の
維
持
・

強
化
を
図
り
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
格
別
の

ご
愛
顧
を
賜
わ
り
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
は
目
標
達
成
を
目
指
し
、
兎
の

登
り
坂
の
よ
う
に
持
ち
前
の
力
を
振
る

い
素
早
く
与
え
ら
れ
た
任
務
を
完
遂
し

て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

上田地域事務所移転に伴う開所式を行いました。
心機一転、厳しい募集環境ですが『一蓮托生』で目標達成頑張ります！！

平素から長野地本にご協力いた
だいている方に対して
本部長より感謝状の贈呈をさせ
ていただきました。

１２
／Sat

１０
１２
／Tue

６

明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
素
よ
り
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
支
援
、
ご
厚

情
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
「
親
身
に
寄
り

添
う
募
集
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
取
り
組

む
所
存
で
す
。
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。



４ ２０２３年 １月発行 ＮＡＧＡＮＯＰCO 【雷鳥 １０４号】

総
務
課

募
集
課

謹んで新春のお慶びを申し上げます。旧年中は広

報イベント、駅前広報、入隊者激励会等に各部よりご
支援頂きまして、誠にありがとうございます。
募集課は、課長以下17名、募集班・企画班・広報班

の３班で編成されています。募集課は、自衛官の採用
に関する業務のほか、制度説明会や各種広報イベント
の実施、ＳＮＳ等による情報発信、音楽隊コンサート
の調整に至るまで幅広い範囲の業務を行っております。
昨今、少子化や高学歴化が進み、自衛官の募集環境が
厳しい状況ですが、自衛隊の任務を遂行するためにも
人材確保が不可欠であり、一人でも多くの自衛官を長
野県から輩出すべく努めてまいります。引き続き皆様
のご支援の程、お願いいたします。

総務課には、総務班、管理班、会計班及

び人事班の４つの班があり、地本全体に関する
多岐にわたる業務を実施しています。総務班は
班長以下７名で、総務、健康管理、情報・保全、
防衛・運用、国民保護、編制等の各種業務を、
管理班は班長以下３名で、兵站に関する業務を、
会計班は班長以下２名で、会計に関する業務を、
人事班は班長以下２名で、人事に関する業務を
それぞれ担任しています。
総務課として、各課及び各出張所等が、募集、

援護及び予備自衛官等の目標達成にまい進でき
るよう、小島総務課長を核心として、一蓮托生、
任務達成に邁進していきます！

援
護
課

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

雷
鳥
を
お
読
み
頂
い
て
い
る
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
平
穏

に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

私
も
昨
年
４
月
に
長
野
地
方
協
力
本
部

副
本
部
長
と
し
て
着
任
以
来
、
皆
様
か
ら

多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

た
こ
と
で
、
円
滑
に
業
務
が
実
施
で
き
て

お
り
ま
す
こ
と
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
引
き

続
き
本
部
長
を
核
心
と
し
一
丸
と
な
っ
て

地
本
業
務
に
精
励
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
、
皆
様
と
更
に

密
接
な
連
携
と
ご
理
解
を
深
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
温
か
い
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
皆
様

に
と
り
ま
し
て
良
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

皆様、謹んで新年のお慶びを申し上げますとともに、旧年中に援

護課に賜りましたご協力等に対しまして厚く御礼申し上げます。
援護課は、課長以下12名で、本部に援護班と予備自衛官室、室の中
に予備自衛官班が所在し、松本駐屯地に長野地域援護センターと松
本援護室が配置する変わった編成になっています。援護については、
若年定年等隊員の就職の援助、企業開拓、就職援護広報及び遺族援
護を、予備自衛官室と予備自衛官班については、予備自衛官・即応
予備自衛官の募集・採用や人事管理、雇用企業との連携業務を行っ
ています。また、援護・予備自衛官・即応予備自衛官にも目標があ
り、達成に向けて日々励んでおります。今年も退職予定隊員への就
職の援助、予備の防衛力となる予備自衛官・即応予備自衛官を少し
でも多く採用できるように課全員で邁進してまいります。

長野地本各課の抱負

１１／２６

▲陸上自衛隊東部方面音楽隊

下諏訪
文化会館

音楽隊との協力♬

▲▼海上自衛隊東京音楽隊

ホクト
文化ホール

１２／９

海上自衛隊ボーカル

◇橋本2曹 ◇三宅2曹

まつもと
市民芸術館

１２／８

▲航空自衛隊中部航空音楽隊

箕輪町
文化センター

１２／４

令和４年度
ふれあい
コンサート♪

副本部長

▲陸上自衛隊第12音楽隊

１０／３１

上田
サントミューゼ


